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柱その２　「積雪寒冷地に適した低炭素社会の実現」

①徹底した省エネルギー対策の推進

②再生可能エネルギーの導入促進

③水素エネルギーの活用

内容 目標値
現状値

（2018年度）
評価

新築戸建住宅の札幌版次世代住宅基準の適合割合（①） 100%

全世帯に対する高効率給湯機器設置の割合（①） 87%

全世帯に対する高効率暖房機器設置の割合（①） 71%

環境配慮行動の実践率（①） 90%

事業用分散型電源システムによる発電量（①） 4.3億kWh

家庭用分散型電源システムによる発電量（①） 1.9億kWh

エコドライブの実践率（①）
乗用25%
貨物40%

公共交通に対する満足度（①） 90%

産業・業務の電力需要量（①） 51.4億kWh

家庭における太陽光発電の導入量（②） 53.8万kW

事務所、工場などにおける太陽光発電の導入量（②） 8.1万kW

次世代自動車導入台数（③） 31万台

札幌市役所エネル
ギー削減計画

・毎年平均１％以上（2009年～2022年で
13％）のエネルギー使用量の削減（①）

生物多様性さっぽ
ろビジョン

市民の地産地消や環境配慮商品の利用促進（①）
地産地消75%

環境配慮商品50%

施策の方向

計画名 第２次環境基本計画関連目標
指標

温暖化対策推進計画

・2050年に温室効果ガス排出量を1990年比で
80%削減（①②③）
・2030年に温室効果ガス排出量を1990年比で
25%削減（①②③）

【評価】

◎…既に達成済み

○…目標年度までに達成する見込み

△…目標年度までに達成できない見込み

３　目標の達成状況
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